








[要約]

1  妊産褥婦がさまざまな心配事を抱えて精神保健面での相談をする場合、その相談に対

応する職種は助産婦、産婦人科医、産婦人科看護婦、小児科医、保健婦などが考えられる。

しかし彼らは精神保健面での相談に答えられるべく教育をなされていない。彼らのもとに

対応の難しい相談が寄せられた場合の基本姿勢を教育する目的でこのビデオは作製された。

2  ビデオの内容は生後 2ヵ月の子どもを持つ母親が、包丁を目にするたびに、「これで子

どもを殺してしまいたい」という衝動に駆られ、それに恐怖を覚えて相談に来る設定とな

っている。望ましくない対応、望ましい対応が学習階型理論の視点から整理されている。

3  このような教育がどのレベルでなされ、どのような職種が精神保健面での相談にあた

るかについての若干の提言を行う。


